
決
算
書
と
は

　
企
業
は
会
計
期
間
を
定
め
、
期
間
内

の
経
営
成
績
と
、
期
末
（
ま
た
は
決
算

日
）
に
お
け
る
財
政
状
態
（
資
本
金
、

預
金
、
借
入
金
な
ど
の
金
額
）
を
、
決

算
書
を
作
成
し
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　
決
算
書
は
複
数
の
書
類
で
構
成
さ

れ
、
そ
の
う
ち
損
益
計
算
書
は
前
者

を
、
貸
借
対
照
表
は
後
者
を
示
し
ま
す

（
図
表
）。

　
決
算
書
は
、
株
主
や
投
資
家
へ
の
経

営
状
態
の
報
告
、
銀
行
か
ら
の
資
金
調

達
、
そ
し
て
法
人
税
や
消
費
税
な
ど
の

税
務
申
告
に
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

損
益
計
算
書
と
は

　
損
益
計
算
書
と
は
、
会
計
期
間
内
の

営
業
活
動
に
よ
っ
て
得
た
収
益
や
費

用
、
利
益
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
い

く
ら
生
じ
た
か
を
表
わ
す
書
類
で
す
。

　
英
語
の
「Profit &

 Loss State-
m

ent

」
を
略
し
て
、「
Ｐピ

ー

 エル

／
Ｌ
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
損
益
計
算
書
に
は
５
つ

の
利
益
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴

　売
上
総
利
益

　「
粗
利
」
と
も
い
わ
れ
る
、
売
上
高

か
ら
売
上
原
価
を
差
し
引
い
た
利
益
の

こ
と
で
す
。

　
売
上
原
価
と
は
、
販
売
し
た
商
品

（
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）
の
仕
入

れ
や
製
造
に
直
接
か
か
っ
た
費
用
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

⑵

　営
業
利
益

　
売
上
総
利
益
か
ら
販
管
費
（
販
売
費

及
び
一
般
管
理
費
）
を
引
い
た
利
益
の

こ
と
で
す
。

　
販
管
費
と
は
、
企
業
の
販
売
活
動
や

企
業
全
体
の
管
理
に
必
要
な
費
用
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

⑶

　経
常
利
益

　
企
業
の
経
常
的
な
活
動
に
よ
り
発
生

し
た
利
益
で
す
。
営
業
利
益
か
ら
営
業

外
収
益
・
営
業
外
費
用
（
本
業
以
外
で

生
じ
た
経
常
的
な
損
益
の
こ
と
。
受
取

利
息
や
配
当
金
、
支
払
利
息
な
ど
）
を

加
減
し
た
も
の
で
す
。

⑷

　税
引
前
当
期
純
利
益

　
経
常
利
益
か
ら
特
別
利
益
・
特
別
損

失
を
加
減
し
た
利
益
で
あ
り
、
こ
れ
を

基
に
税
金
を
計
算
し
ま
す
。

　
特
別
利
益
・
特
別
損
失
と
は
、
偶
発

的
・
臨
時
的
な
収
益
お
よ
び
費
用
で

す
。
災
害
や
盗
難
に
よ
る
損
失
、
固
定

資
産
の
売
却
損
益
が
該
当
し
ま
す
。

⑸

　税
引
後
当
期
純
利
益

　
税
引
前
当
期
純
利
益
か
ら
法
人
税
、

地
方
税
（
法
人
住
民
税
、
法
人
事
業

税
）
を
引
い
た
最
終
利
益
で
す
。

 

経
常
利
益
ま
で
黒
字
で
す
か
…
…

　
こ
の
よ
う
に
、
損
益
計
算
書
に
は
５

つ
の
利
益
が
あ
り
、（
す
べ
て
黒
字
が

理
想
的
で
す
が
）
少
な
く
と
も
経
常
利

益
ま
で
は
黒
字
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
経
常
利
益
は
黒
字
で
、
特
別
損
失

（
た
と
え
ば
運
送
業
で
ト
ラ
ッ
ク
１
台

を
廃
棄
処
分
し
た
場
合
な
ど
）
に
よ
り

最
終
赤
字
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
は

臨
時
的
な
赤
字
と
い
え
、
企
業
の
収
益

力
が
落
ち
た
と
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
。

　
逆
に
、
営
業
利
益
や
経
常
利
益
は
赤

字
で
、
特
別
利
益
に
よ
っ
て
最
終
利
益

が
黒
字
に
な
っ
た
場
合
、
企
業
に
収
益

力
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
、
資
金
繰
り
を
銀
行
か
ら
の

借
入
に
依
存
す
る
企
業
は
、
経
常
利
益

が
黒
字
で
な
け
れ
ば
借
入
金
返
済
の
原

資
は
捻
出
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
最
低
限
経
常
利
益
ま
で
黒
字
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

貸
借
対
照
表
と
は

　
貸
借
対
照
表
は
期
末
（
決
算
日
、
図

表
の
企
業
は
３
月
31
日
）
の
財
政
状
態

!

経
理
担
当
者
に
は
、
財
務
の
専
門
家
で
は
な
い
経
営

者
に
代
わ
っ
て
財
務
諸
表
を
分
析
し
、
経
営
者
へ

経
営
課
題
・
改
善
策
を
提
案
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
本
連
載
で
は
、
中
小
企
業
の
管
理
部
門

が
身
に
つ
け
た
い
経
営
分
析
の
手
法
を
解
説
し
ま
す
。

財務諸表から 

読み解く
「経営分析」講座

決算書の 
違和感からはじめる 

「経営分析」
瀬野 正博著    

小社刊／1,980円（税込）

第1回
決
算
書
と
は 

ど
の
よ
う
な
書
類
？

▲

  

第
１
回  

決
算
書
と
は
ど
の
よ
う
な
書
類
？

第
２
回  

主
な
業
種
に
よ
る
決
算
書
の
特
徴
と
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第
３
回  

売
上
高
の
増
減
が
発
生
し
た
理
由
・
課
題
に
つ
い
て

第
４
回  

販
管
費
を
効
率
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
か

有限会社エム・エヌ・コンサル
銀行融資コンサルタント 瀬野 正博

｜新連載｜
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を
明
ら
か
に
す
る
書
類
で
す
。

　
英
語
の
「Balance Sheet

」
を
略

し
て
「
Ｂビ

ー

 エス

／
Ｓ
」
と
も
呼
ば
れ
、
左
側

に
資
産
、
右
側
に
負
債
と
純
資
産
と
分

か
れ
て
い
ま
す
。
負
債
と
純
資
産
に
は

資
産
の
調
達
に
要
し
た
資
金
の
源
泉

が
、
資
産
に
は
企
業
が
保
有
す
る
具
体

的
な
財
産
が
計
上
さ
れ
ま
す
。

⑴

　純
資
産

　
純
資
産
は
、
株
主
か
ら
の
出
資
（
資

本
金
）
や
企
業
が
こ
れ
ま
で
に
獲
得
し

て
き
た
利
益
（
利
益
剰
余
金
）
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
紹
介
す
る
負
債
と
は
異
な
り
、

純
資
産
は
支
払
い
が
不
要
な
の
で
、
自

己
資
本
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
純
資
産
が

多
い
ほ
ど
経
営
は
安
定
し
ま
す
の
で
、

銀
行
が
重
視
す
る
部
分
で
す
。

⑵

　負 

債

　
純
資
産
だ
け
で
は
経
営
に
必
要
な
資

金
が
足
り
な
い
場
合
、
他
人
か
ら
資
金

を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
代

表
的
な
負
債
は
借
入
金
で
す
。

　
ほ
か
に
も
買
掛
金
、
未
払
金
や
未
払

費
用
、
預
り
金
等
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
支
払
い
を
待
た
せ
る
分
だ

け
企
業
は
資
金
を
持
っ
て
い
ら
れ
る
の

で
、
負
債
は
資
金
調
達
の
手
段
と
い
え

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
負
債
は
他
人
資
本

と
も
い
い
ま
す
。

　
負
債
は
い
ず
れ
支
払
う
わ
け
で
す

が
、
１
年
以
内
に
支
払
う
も
の
と
、
そ

う
で
な
い
も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
　流
動
負
債

　
１
年
以
内
に
支
払
う
べ
き
負
債
が
計

上
さ
れ
ま
す
。
買
掛
金
、
給
料
、
社
会

保
険
料
や
税
金
、
１
年
以
内
に
返
済
す

る
短
期
借
入
金
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

②
　固
定
負
債

　
支
払
期
限
が
1
年
を
超
え
る
負
債
の

こ
と
で
す
。
銀
行
か
ら
の
借
入
金
は
、

多
く
が
固
定
負
債
に
該
当
し
ま
す
。

⑶
　資 

産

　
純
資
産
と
負
債
で
調
達
し
た
資
金
の

使
い
道
に
該
当
す
る
の
が
資
産
で
す
。

①
　流
動
資
産

　
現
金
・
預
金
以
外
に
１
年
以
内
に
資

金
化
さ
れ
る
資
産
が
計
上
さ
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
販
売
目
的
の
商
品
、
製
造

に
必
要
な
原
材
料
、
販
売
後
に
発
生
し

た
売
上
債
権
（
売
掛
金
や
受
取
手
形
）

な
ど
で
す
。

②
　固
定
資
産

　
１
年
以
上
の
長
期
間
保
有
す
る
資
産

が
計
上
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
製
造
や

販
売
に
必
要
な
建
物
、
機
械
装
置
、
車

両
運
搬
具
、
不
動
産
を
借
り
る
際
に
必

要
な
敷
金
や
保
証
金
な
ど
で
す
。

③
　繰
延
資
産

　
支
出
効
果
が
１
年
以
上
に
わ
た
っ
て

及
ぶ
費
用
（
創
立
費
な
ど
）
を
繰
延
資

産
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
実
務
上
は
計
上
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

 

貸
借
対
照
表
の
注
意
点

　
ど
れ
だ
け
利
益
を
出
し
て
い
て
も
、

資
産
を
調
達
す
る
源
泉
が
負
債
中
心
で

は
、
経
営
の
安
全
性
は
低
い
の
で
、
純

資
産
の
割
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
資
産
に
つ
い
て
も
、
利
益
を
生
み
出

す
の
に
必
要
か
、
経
営
に
無
関
係
な
こ

と
に
資
金
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か
、
資

産
価
値
の
な
い
も
の
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
か
、
ま
た
支
払
能
力
に
問
題
が
な

い
よ
う
潤
沢
な
現
金
・
預
金
を
保
有
し

て
い
る
か
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

!

せの　まさひろ  ● ● 大学卒業後、銀行、税理士事務所、経営コンサルタント会社等に勤務。銀行融資
コンサルタントとして独立後は、一貫して中小企業の資金繰りや経営改善、経理業務等をサポートする。

企業が決めた会計期間で決算書を作成
企業の活動は廃業するまで続きますが、これでは企業の経営成績や財政状態は廃業するまで
明らかにできません。そこで以下のように会計期間で区切ります

廃
業

創
業

4月1日 3月31日

会計期間

 科目 金額
売上高  xxx,xxx
売上原価  xxx,xxx
 売上総利益 xxx,xxx
販管費  xxx,xxx

営業利益 xxx,xxx
営業外収益  xxx,xxx
営業外費用  xxx,xxx

経常利益 xxx,xxx
特別利益  xxx,xxx
特別損失  xxx,xxx
 税引前当期純利益 xxx,xxx
法人税・住民税及び事業税  xxx,xxx
 税引後当期純利益 xxx,xxx

 科目 金額
　　　 資産の部
流動資産  xxx,xxx
 現金・預金 xxx,xxx
 受取手形 xxx,xxx
 売掛金 xxx,xxx
 商品 xxx,xxx
 その他流動資産 xxx,xxx
固定資産  xxx,xxx
 建物・構築物 xxx,xxx
 機械装置 xxx,xxx
 工具器具備品 xxx,xxx
 車両運搬具 xxx,xxx
繰延資産  xxx,xxx
 創立費 xxx,xxx
資産合計  xxx,xxx

 科目 金額
　　　 負債の部
流動負債  xxx,xxx
 買掛金 xxx,xxx
 短期借入金 xxx,xxx
 未払費用 xxx,xxx
 その他流動負債 xxx,xxx
固定負債  xxx,xxx
 長期借入金 xxx,xxx
 社債 xxx,xxx
負債合計  xxx,xxx
　　 純資産の部
 資本金 xxx,xxx
 利益剰余金 xxx,xxx
純資産合計  xxx,xxx
負債及び純資産合計 xxx,xxx

貸借対照表
令和7年3月31日現在

損益計算書
自令和6年4月1日至令和７年3月31日

期末（決算日）に資本金、預金、
借入金などがいくらあった？

企業が所有する
物や権利など

左に計上された
資産を調達するのに
必要な資金の源泉

いくらの利益が得られた？

経常的活動
による利益

税引前の最終利益

税引後の
最終利益

期末期首

本
業
か
ら

得
ら
れ
た
利
益

売
上
高
か
ら

売
上
原
価
を

引
い
た
利
益
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